
令和８年度
岡山三川水害タイムライン 読み合わせ訓練



１ .開会挨拶
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２ .訓練の目的
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本訓練の目的
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本訓練の
位置づけ

 防災行動共有システムの操作要領に習熟するとともに、情報共有をはじめとした多機
関連携を強化し、出水対応の円滑化を図る。

 タイムライン運用上の課題を抽出し、今後の改善を図る。



検討会のスケジュール
時間 検討会の内容

10：00～10：05 １．開会挨拶
10：05～10：10 ２．訓練の目的

10：10～10：20
３．タイムラインの作成経緯・目的

 タイムラインの概要説明
 平成30年7月豪雨の教訓の説明

10：20～10：35
４．訓練実施要領

 令和７年度の振り返り
 訓練実施要領の説明

10：35～11：40 ５．タイムライン訓練
 防災行動共有システム操作演習

11：40～11：50 ６．振り返り
11：50～12：00 ７．講評
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３ .  タイムラインの作成経緯・目的
（１）タイムラインの概要説明
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（１）タイムラインの概要説明
タイムライン（防災行動計画）とは

6

 住民の命を守る、さらに経済被害を最小化することを目的に、「いつ」「何を」
「誰が」の３つの要素を、防災に係わる組織が連携（多機関連携）し、災害に対する
それぞれの役割や対応行動を定めたもの。

「いつ」

「誰が」

「何を」

主な災害の発生時点から
逆算した時間帯

防災機関や組織または住民

事前に行う防災行動内容
（あらかじめ調整し決める）

タイムラインを構成する３つの要素
吉井川水害タイムライン構成機関（37機関）
旭川水害タイムライン構成機関（41機関）
高梁川水害タイムライン構成機関（41機関）
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（１）タイムラインの概要説明
タイムラインの構成

 タイムラインは、４つの構成で作成（高梁川事例）

①高梁川水害タイムライン【解説版】 ②高梁川水害タイムライン【概要版】

④高梁川水害タイムライン運用方法③高梁川水害タイムライン【詳細版】

タイムラインの
想定シナリオや
作成方針が記載
されています。
タイムラインの
前提条件を確認
するときに活用
します。

タ イ ム ラ イ ン
【詳細版】の対
応項目（第1階
層）を抜粋して
防災行動の種別
毎に整理されて
います。対応の
全体像を確認す
るときに活用し
ます。

行動手順・内容
（第3階層）ま
での詳細な対応
が各機関・部署
毎に時系列に整
理されています。
水害時は対応の
チェックリスト
として活用しま
す。

台風や大雨に対するタイムライ
ンの立上げ・移行基準や、メー
リングリストを利用した情報発
信等が記載されています。タイ
ムラインを運用する際に確認・
活用します。

高梁川水害タイムライン《令和元年度版》　【概要版】

意思決定 水防活動 道路 河川施設
指定・福祉

避難所
住民避難 要配慮者避難

ライフライン

（電力、通信、

ガス）

公共交通 自主防災組織 報道

気象台、河川事務所、

県・自治体危機管理部局
河川管理者（国・県・自治体） 道路管理者（国・県・自治体）

河川管理者（国・県・自治体）

ダム管理者（国・県・電力）

自治体危機管理部局

自治体福祉部局

自治体危機管理部局

警察、自衛隊

自治体危機管理部局

自治体福祉部局
ライフライン事業者 交通事業者（電車・バス） 住民、ＮＰＯ団体 報道機関

TL立ち上げの意思決定

災害対策本部等の設置

準備
水防活動の準備 道路通行止めの準備 ダム操作の準備 指定避難所開設の準備

要配慮者避難支援の準

備

ライフライン復旧対応

の準備

公共交通機関の運行停

止準備

水防活動の準備

（自主防災組織）
報道体制の準備

樋門・排水・取水

ゲート操作の準備

レベル2移行の意思決定

報道体制の準備

水防活動の実施 パトロールの準備
ダム操作の準備・放流

開始
指定避難所開設の準備 住民避難の準備 小中学校の休校準備

ライフライン復旧対応

の準備

公共交通機関の運行停

止準備
災害対応の準備 台風情報の放送

道路通行止め（内水）

の準備

樋門・排水・取水

ゲート操作の実施
停電対応の準備

気象警報・注意報の放

送

指定避難所（高潮）の

開設
交通情報の放送

避難情報の放送

レベル3移行の意思決定

災害対策本部等の設置
水防活動（内水）の準

備
パトロールの実施 パトロールの実施

指定避難所（高潮）の

開設

地域限定情報伝達の実

施
小中学校の休校 ライフライン復旧対策

公共交通機関の運行停

止準備
報道体制の準備

関係機関への応援要請

準備
水防活動の実施

道路通行止め（内水）

の準備

樋門・排水・取水

ゲート操作の実施

住民避難（内水）の実

施

要配慮者避難支援の準

備
鉄道運転調整の準備 災害対応の準備

リエゾン派遣の準備
ダム操作の実施・

放流開始
河川水情報の放送

防災関連情報の放送

水防団待機水位の超過
リエゾン派遣の実施

避難準備・高齢者等避

難開始（高潮）の発表

避難準備・高齢者等避

難開始に対する行動

避難準備・高齢者等避

難開始（高潮）の放送

レベル4移行の意思決定

災害対策本部等の設置
水防活動

（内水）の実施

道路通行止め

（内水）の実施
自主避難所の運営支援

ライフライン復旧対応

の準備

公共交通機関の運行停

止（内水）
災害対応の準備

停電対応の実施 利用者の安全確保
ライフライン情報の放

送

被害情報の放送

催しもの開催状況の放

送

リエゾン派遣の実施
水防活動

（外水）の準備
ダム操作の実施 住民避難(外水)の準備 防災関連情報の放送

パトロールの実施
樋門・排水・取水

ゲート操作の実施

レベル5移行の意思決定

リエゾン派遣の実施
水防活動

（外水）の実施
ダム操作の実施 指定避難所の開設

地域限定情報伝達の実

施

ライフライン復旧対応

の準備

鉄道の運行停止

（外水）

異常洪水時

防災操作の実施
福祉避難所の開設 自主避難所の運営支援

樋門・排水・取水

ゲート操作の実施
指定避難所の開設

福祉避難所の開設

要配慮者避難支援（外

水）の実施

避難準備・高齢者等避

難開始（外水）の発表

避難準備・高齢者等避

難開始（高潮）の放送

住民避難（外水）の準

備

要配慮者避難支援（外

水）の実施
防災関連情報の放送

レベル6移行の意思決定

リエゾン派遣の実施
公共交通機関の運行停

止の対応

避難勧告（外水）の発

表

避難勧告（外水）の放

送

地域限定情報伝達の実

施
緊急情報の放送

住民避難（外水）の実

施

水防活動対応者

の退避

道路通行止め

従事者の退避

樋門・排水・取水

ゲート操作員の退避

避難指示（緊急）（外

水）の発表

運行停止対応従事者

の退避

避難指示（緊急）発表

の放送

パトロール員の退避 パトロール員の退避
避難誘導員・支援者

の退避
防災関連情報の放送

レベル7移行の意思決定

災害対策本部等の強化
地域限定情報伝達の実

施
災害対策本部等の設置 決壊の通報

リエゾン派遣の実施 緊急対応の準備
道路通行止め（外水）

の実施
救助活動の実施

ライフライン復旧対応

の準備

鉄道の運行停止（外

水）
被害情報の放送

関係機関への応援要請 安否確認
ライフライン復旧対応

の為の情報収集

記者発表
ライフライン復旧対応

の実施

停電対応の実施

対応項目（第1階層）

現象・

インフラへの

影響

気象・河川水位

情報

時間

の

目安

目標

タイム

ライン

レベル

レベル0

(3日前

調整）

内部調整 -72h 3日後に台風や大雨が

高梁川流域に影響する

恐れ

早期注意情報（警報級

の可能性）【目安：3

日後に影響】

-48h機関調整レベル0

（2日前

調整）

早期注意情報（警報級

の可能性）【目安：2

日後に影響】

2日後に台風や大雨が

高梁川流域に影響する

恐れ

レベル1 地域調整 -9h 早期注意情報（警報級

の可能性）【目安：1

日後に影響】）

内水氾濫発生の見込み

氾濫注意水位の超過

内水氾濫の発生

レベル3 早期避難

（外水）

-4h 洪水警報 洪水警報の

危険度分布（警戒）

大雨警報（土砂災害）

土砂災害に関するメッ

シュ情 報（警戒）

氾濫警戒情報

避難判断水位超過

中小河川の氾濫による

浸水発生

-4h避難

（内水）

レベル2 洪水警報の危険度分布

（注意）

洪水注意報

大雨注意報

大雨警報（浸水害)

土砂災害に関するメッ

シュ情 報（注意）

氾濫注意情報

避難

（外水）

-3.5h 洪水警報の危険度分布

（非常に危険）

土砂災害警戒情報

土砂災害に関するメッ

シュ情 報（非常に危

険） 、（極めて危

険）

レベル4

避難徹底 -0.5h 氾濫危険情報の発表 氾濫危険水位の超過

レベル5 緊急対応 0h～ 氾濫発生情報の発表

決壊の通報

氾濫発生情報

災害発生情報

堤防の決壊

土砂災害の発生

 加えて、岡山三川水害ﾀｲﾑﾗｲﾝﾎﾟｰﾀﾙｻｲﾄによる情報収集や共有が可能



（１）タイムラインの概要説明
参考：タイムライン特設サイト
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https://bousaikoudou.jpn.org/okayama_portal/timeline_site/

 タイムラインの概要や運用方法についてはタイムライン特設サイトのタイムライン解説
動画で確認可能

https://youtu.be/Ynq8hZ6vYz4
https://bousaikoudou.jpn.org/okayama_portal/timeline_site/


３ .  タイムラインの作成経緯・目的
（２）平成30年7月豪雨の教訓の説明
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分類 教訓 役割

庁内の連携
不足

他部局の動きがよく分からなかったため、他部局との横断的な対応がで
きなかった。 意思決定

支部内で現場から上がってきた情報の共有がうまくいかなかった。 社会基盤

関係機関の
連携不足

ダム放流情報（県）と避難情報（自治体）の連携がうまくできずに、
住民が避難しなかった。 意思決定

リエゾン派遣が後手になってしまい、県や自治体との連携不足が生じた。 意思決定
バス会社との連携ができておらず、情報共有に時間がかかった。 住民避難
駅では、鉄道会社、自治体との取り決め等がなく、帰宅困難者の安全確保が
スムーズに実施できなかった。 住民避難

前線に伴う大雨だったため、雨域が読めなかった。上流域の自治体との
連携ができていなかったため、状況が予測できずに対応が困難で
あった。

地域支援

道路通行止め情報が、道路管理者で別れていて一括してわからなかったため、
住民の問い合わせ対応が困難であった。 住民避難

（２）平成30年7月豪雨の教訓の説明
連携面における教訓
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 平成３０年７月豪雨後に実施した第9回旭川水害タイムライン検討会における出水対応振
返り結果や、高梁川水害タイムライン、吉井川水害タイムラインの作成過程において確認
した主な連携面における教訓を以下に示す。



（２）平成30年7月豪雨の教訓の説明
水害タイムラインが目指すところ

 多機関が連携する水害タイムラインの機能
広範囲に渡る浸水

→→→→的確な避難行動に向けた多様な防災活動
交通途絶・ライフラインの停止

→→→→早期の復旧活動、社会経済被害の軽減
情報途絶

→→→→的確な情報収集・情報発信・情報共有

【人的被害の特徴】
 高梁川流域では、河川の氾濫により、甚大な浸水被害が発生。
 市町村の避難情報、防災情報は出されていたものの、逃げ遅れによる人的被害も発生。

【社会経済被害の特徴】
 高梁川の増水により、国道180号が浸水するとともに、路肩崩壊等が発生したことにより通行止めとなり、
地域住民等の生活に甚大な被害が生じた。

 高梁川と小坂部川の合流点にある草間台簡易水道（新見市）が浸水し、地域（草間、土橋、足見）の約540
戸（1270人）で断水が発生。〔７月豪雨（７月７日～28日、21日間断水）、９月台風第24号（10月１日～
10月６日、６日間断水）〕

 平成30年7月豪雨の特徴と課題

出典：第６回高梁川水系大規模氾濫時の減災対策協議会

平成30年7月豪雨災害の課題を踏まえて水害タイムラインの機能を定義
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４．訓練実施要領
（１）令和７年度の振り返り
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（１）令和７年度の振り返り
令和７年度のタイムライン運用状況

 吉井川・旭川・高梁川水害タイムラインは、令和７年度に計４回発動
 直轄河川では洪水予報を発表するような大きな出水はなかった

13

発動期間 要因 レベル※

1 6.24～6.26 前線による大雨（早期注意情報） ０ー２

2 8.8～8.14 前線による大雨（早期注意情報） ０ー２

3 9.3～9.5 台風による大雨（早期注意情報） ０ー２

4 9.12～9.16 前線による大雨（早期注意情報） ０ー２

令和７年度におけるタイムラインの運用状況

※事務局からのタイムラインレベルの発信に限定
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 「共有すべき情報・行動」のうち、逃げ遅れゼロ・経済被害の最小化の観点から、
タイムラインの取組として共有が重要な8項目を選定

⇒８項目については可能な限り情報共有を実施
ﾒｰﾙﾏｰｸが付いた行動項目  18種類 R6改善検討会で絞込み 13種類 R7出水期前検討で合意 8種類
①タイムラインレベル、今後の方針 〇 〇 タイムラインの運用の基本となる情報のため
②災害対策本部等の設置 〇 〇 市町村への支援や助言に関する情報のため
③ダム放流通知 〇 〇

逃げ遅れへの対処に必要な情報のため④内水氾濫発生状況 〇 〇
⑤堤防決壊、氾濫情報 〇 〇
⑥指定避難所の開設 〇 〇

避難情報の発令への助言に係る情報のため
⑦住民への注意喚起、避難情報 〇 〇
⑧道路冠水状況、道路規制情報 〇 〇 迅速な復旧活動に係る情報のため
⑨鉄道の運行停止情報 〇

既存の伝達方法で共有されていると想定され
るため

⑩バスの運行停止情報 〇
⑪地下街閉店情報、営業中止情報 〇
⑫停電状況 〇
⑬自衛隊派遣要請 〇
⑭報道機関の情報
⑮物資支給場所、内容に関する情報
⑯LPガス充填所等への注意喚起
⑰関係機関への応援要請
⑱緊急対応状況

（１）令和７年度の振り返り
情報共有の重要性：タイムラインの取組として共有が重要な8項目
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 タイムラインの取組として共有が重要な8項目について、情報共有の意図を理解できるよ
う、情報共有と連携行動の関係をフロー形式で整理した「行動連携フロー」を作成

平成30年7月豪雨災
害検証報告を基に、
情報共有が行われな
い場合の支障となる
状況を提示

タイムライン詳細版の防災行動
項目のNoを記載し、既存のタイ
ムラインとの関係性を表現

防災行動の流れを視覚
的に把握できるよう、
「情報伝達」と「防災
行動の流れ」を矢印で
表現

（１）令和７年度の振り返り
情報共有の重要性：行動連携フロー
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 行動連携フローが「円滑な情報共有の実現や情報共有の意識の醸成につながるか」との
設問に対し、「思う」との回答が55%、「わからない」との回答が45%

（１）令和７年度の振り返り
令和７年度振り返りアンケートの結果

55%

45%

選択肢 回答数

思う 24

思わない 0

わからない 20

連携行動フロー図
体験できていないため、よくわかりません。
改善が必要な事項（抜粋）

大きな出水がなく、防災行動共有システムや行動連携
フローに触れる機会が限られていたことが要因

本訓練で防災行動共有システムの習熟と連携の流れを
確認



４．訓練実施要領
（２）訓練実施要領の説明

17
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 行動連携フローに基づく連携の流れと情報共有の重要性の再確認を行うとともに、防災
行動共有システムの操作要領の習熟を図る

⇒行動連携フローに沿って、防災行動共有システムにより自機関の防災行動項目の
実施状況の登録、他機関の実施状況の確認及び関係機関への情報発信を行う

（２）訓練実施要領
訓練実施方針

フローに沿って順に実施

発信



① 演習対象の行動連携フローの概要説明
② 行動連携フローに基づく対応が想定されるタイムラインレベルの状況説明（動画）
③ 防災行動共有システムの操作演習（１回目は事務局が説明・誘導し、流れを確認）
④ 情報共有されなかった場合に想定される影響の解説

（２）訓練実施要領
訓練の流れ

①

発信

19

②

③④

繰り
返し
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 行動連携フローに沿って、赤枠の防災行動項目を対象に実施
 タイムラインの取組として共有が重要な8項目についてはテロップで情報発信
 自機関に該当する防災行動項目がない場合は、他機関の実施状況を確認

（２）訓練実施要領
防災行動共有システムの操作演習の要領

①②
③

④ ⑤

【吉井川の例】
①市町村は発信機能（テロップ）を用いて災害対策本部の設置を発信
②市町村以外の機関は、テロップの内容を確認する
③県危機管理課、美作県民局、備前県民局はリエゾン派遣について、
登録機能を用いて実施状況（開始・完了）を登録

④河川事務所、気象台、県民局は、避難情報発令時の助言について、
登録機能を用いて実施状況を登録

⑤市町村は、確認機能を用いて④の実施状況を確認し、発信機能を
用いて避難情報の発令を発信

⑥以降はフローに沿って、確認、登録（発信）を繰り返す

⑥

：演習対象 ：演習の流れ ：テロップで情報発信
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 行動連携フローには、吉井川を例に詳細版の防災行動項目のNo.を記載しているため、
操作演習の補足資料として、三川の行動連携フローと詳細版の対応を整理

 補足資料とタイムライン詳細版を参照しながら、システム操作を実施

（２）訓練実施要領
防災行動共有システムの操作演習の要領

○行動連携フローと吉井川水害タイムライン（令和8年度版）【詳細版】との対応状況

災害対策本部の設置 防災体制の構築 358

災害対策本部等設置の伝達・周知 市町村本部から関係機関へ伝達・周知 359 テロップで情報発信

② リエゾン派遣
備前県民局
美作県民局

リエゾン派遣の実施 リエゾンの派遣【継続】 職員の派遣 364

岡山河川事務所 基準水位超過（3時間予測）の伝達 氾濫危険水位超過の見込みの伝達 365
岡山地方気象台 気象台長から市町村長へのホットライン 366
備前県民局
美作県民局

県民局建設部長から市町村長へのホットライン
（レベル４氾濫危険警報）

367

住民へ避難指示の周知 361

町内会長へ伝達 362

関係機関へ避難指示の伝達・周知 363 テロップで情報発信

⑤ 住民の避難誘導の依頼 住民避難の実施 避難対応の依頼 災害対策本部から住民周知・避難誘導の依頼 373

住民避難の実施 住民の避難の実施 避難誘導の実施 376

避難誘導員・支援者の退避 避難誘導員・支援者の退避 避難誘導員・支援者への退避指示 395
避難指示発表の放送 避難指示の放送 避難情報の送出 370
避難指示継続の放送 避難指示の放送 避難情報の送出 379

⑥

⑦

番号 備考

①

③

④

避難情報（避難所の場所も
含む）の送出

4

報道機関

避難誘導の支援・避難誘導
員等の退避指示

消防、警察

岡山市、津山市
備前市、瀬戸内市
赤磐市、美作市
和気町、鏡野町
勝央町、奈義町
美咲町、西粟倉村

災害対策本部等の設置

避難指示の伝達・周知避難指示の発表避難情報の発令

ホットラインの伝達
地域限定情報伝達の実施避難情報発令時の助言

災害対策本部等の設置

岡山市、津山市
備前市、瀬戸内市
赤磐市、美作市
和気町、鏡野町
勝央町、奈義町
美咲町、西粟倉村

TL
レベル

行動連携フロー
行動項目

関係機関
行動項目

（第1階層）
No

行動手順・内容
（第3階層）

行動細目
（第2階層）

行
動
連
携
フ
ロ
ー
の
流
れ
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（２）訓練実施要領
防災行動共有システム表形式の機能

発信
タイムライン参加機関でリ
アルタイムで共有すべきこ
とを、システム上にテロッ
プ表示することができます。

確認
タイムライン詳細版を閲覧
できます。タイムライン発
動中は各機関の対応状況を
確認できます。

登録
タイムライン参加機関が行
う行動記録をシステム上で
登録し、共有することがで
きます。
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（２）訓練実施要領
防災行動共有システム表形式の機能（確認機能）

 確認機能は、各機関が登録した防災行動項目の実施状況を表示する機能

 タイムラインの凡例
第1階層：行動項目
第2階層：行動細目
第3階層：行動手順・内容

確認

No.：タイムライン詳細版のNo.

TLレベルを
選択しする
ことができ
ます。 機関区分

を選択す
ることが
できます。

行動種別を選択することができます。
※本訓練では、空白のまま（全部表
示）としてください。
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（２）訓練実施要領
防災行動共有システム表形式の機能（登録機能）

 登録機能は、自機関の防災行動項目の実施状況を登録し、他機関への防災行動の
実施状況の共有ができる機能

①②

登録

TLレベル
を 選 択 し
て 、 設 定
を ク リ ッ
クする。

該当する行動項目の
「開始」と「完了」を
選択し、実施状況を登
録する。

 タイムラインの凡例
第1階層：行動項目
第2階層：行動細目
第3階層：行動手順・内容

①
②
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（２）訓練実施要領
防災行動共有システム表形式の機能（発信機能）

① ②③

＜発信の手順＞
① 発信したい内容を入力
② 添付資料がある場合登録
③ 新規登録で発信完了

発信された情報はシステム上でテロップで表示

『履歴』から、これまで発信された情報の
一覧や添付資料を確認

発信

最新報がテロップ
に表示

発信された情報は
「履歴」から確認

④内水氾濫情報
②災害対策本部設置①タイムラインレベル、方針 ③ダム放流通知

⑧道路冠水情報、道路規制情報
⑤堤防決壊・氾濫情報 ⑥指定避難所の開設

⑦避難等情報

 タイムライン関係機関に共有すべき情報をテロップで発信できる

＜発信の手順＞
①発信したい内容を入力
②新規登録を押下

①②
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（２）訓練実施要領
訓練準備（防災行動共有システムへのログイン）

http://bousaikoudou.jpn.org/okayama_portal/

防災行動共有システム表形式
にログインをお願いします。

 吉井川・旭川・高梁川水害タイムライン防災行動共有システムを開く
 案内の通り、ログイン

http://bousaikoudou.jpn.org/okayama_portal/
https://bousaikoudou.jpn.org/okayama3/
https://bousaikoudou.jpn.org/okayama3/


パスワード一覧（1/2）参 吉井川・旭川・高梁川 水害タイムライン
ID ：okayamaX
PW：okayamaX

機関名 X
国の
機関

岡山地方気象台 1_1

苫田ダム管理所 2_1

河川事務所 3_1

国道事務所 4_1

ダム 岡山県 土木部河川課（ダム） 6_1

中国電力（高梁川：新成羽川ダム） 7_1

中国電力(旭川：社口ダム) 7_2

中国電力(吉井川：恩原ダム) 7_3

中国四国農政局・高梁川用水土地改
良区（小阪部川ダム） 8_1

岡山県 危機管理課 6_2

土木部 6_3

管理事務所(八塔寺川ダム、津川ダ
ム) 6_4

農林水産部（黒木ダム） 6_5

美作県民局 6_6

備前県民局 6_7

備中県民局 6_8

岡山市 危機管理室 9_1

道路港湾 9_2

下水道河川 9_3

下水道施設 9_4

機関名 X
岡山市 下水道保全 9_5

農村整備 9_6

市民協働企画 9_7

福祉援護 9_8

保健福祉企画 9_9

北区役所 9_10

中区役所 9_11

南区役所 9_12

東区役所 9_13

教育委員会 9_14

消防局企画 9_15

消防局警防 9_16

真庭市 危機管理課 10_1

建設部 10_2

健康福祉部 10_3

新庄村 総務企画課 11_1

鏡野町 くらし安全課 12_1

久米南
町

総務企画課 13_1

建設水道課 13_2

保健福祉課 13_3

美咲町 くらし安全課 14_1

建設課 14_2

保険年金課 14_3

機関名 X
吉備
中央町

総務課 15_1

建設課 15_2

福祉課 15_3

倉敷市 総務局危機管理課 16_1

建設局土木部土木課 16_2

保健福祉局保健推進課 16_3

井原市 総務部危機管理課 17_1

建設経済部建設課 17_2

健康福祉部福祉課 17_3

総社市 危機管理室 18_1

建設部土木課 18_2

保健福祉部福祉課 18_3

高梁市 防災復興推進課 19_1

土木部建設課 19_2

健康福祉部福祉課 19_3

新見市 総務部総務課 20_1

建設部建設課 20_2

福祉部福祉課 20_3

浅口市 企画財政部くらし安全課 21_1

産業建設部建設課 21_2

健康福祉部社会福祉課 21_3

27



パスワード一覧（2/2）
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参

機関名 X
早島町 総務課 22_1

建設農林課 22_2

健康福祉課 22_3

矢掛町 総務防災課 23_1

建設課 23_2

保健福祉課 23_3

笠岡市 危機管理部危機管理課 24_1

建設部建設管理課 24_2

健康福祉部地域福祉課 24_3

津山市 防災担当 25_1

備前市 防災担当 26_1

瀬戸内市 防災担当 27_1

赤磐市 防災担当 28_1

美作市 防災担当 29_1

和気町 防災担当 30_1

勝央町 防災担当 31_1

奈義町 防災担当 32_1

西粟倉村 防災担当 33_1

警察 警察 34_1

自衛隊 自衛隊 35_1

ライフ
ライン

中国電力 7_4

NTT 36_1

岡山県LPガス協会 37_1

機関名 X
ライフ
ライン

岡山ガス 38_1
津山ガス 39_1
岡山ネットワーク 40_1

地下施設 岡山都市整備 41_1
天満屋 42_1
山陽SC開発 43_1
ペスカ岡山 44_1

鉄道 JR 45_1
岡山電気軌道 46_1
井原鉄道㈱ 47_1
水島臨海鉄道㈱ 48_1

バス 岡山県バス協会 49_1

中鉄北部バス 50_1
両備ホールディングス 51_1
八晃運輸 52_1
宇野自動車 53_1

報道 NHK 54_1
山陽放送 55_1
岡山放送 56_1
テレビせとうち 57_1
西日本放送 58_1
瀬戸内海放送 59_1
テレビ津山 60_1

岡山エフエム放送 61_1

つやまコミュニティＦＭ 62_1

機関名 X
報道 岡山シティエフエム 63_1

真庭いきいきテレビ 64_1

倉敷ケーブルテレビ 65_1

吉備ケーブルテレビ 66_1

井原放送㈱ 67_1

笠岡放送㈱ 68_1

矢掛放送㈱ 69_1

玉島テレビ放送㈱ 70_1

㈱エフエムくらしき 71_1

エフエムゆめウェーブ㈱ 72_1

観光 真庭観光局 75_1

住民 NPO 76_1

オブ
ザー
バー

中国地方整備局 78_1

玉野市 79_1

里庄町 80_1

広島県 81_1

閲覧 閲覧者 82_1

座長・アドバイザー 83_1

吉井川・旭川・高梁川 水害タイムライン
ID ：okayamaX
PW：okayamaX



５．タイムライン訓練
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５．タイムライン訓練

30

①内水氾濫発生状況
道路冠水状況、道路規制情報
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５．タイムライン訓練
1-①行動連携フローの概要説明

：演習対象 ：演習の流れ ：テロップで情報発信

 内水氾濫発生状況（逃げ遅れへの対処に必要な情報）
 道路冠水状況、道路規制情報（迅速な復旧活動に係る情報）

①

②③④

⑤ ⑥ ⑦

⑧ ⑨

※「⑤内水氾濫発生状況の周知」について
現状として、高梁川・旭川についてはタイムラ
インの防災行動項目に該当するものがないが、
テロップでの情報発信を実施
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５．タイムライン訓練
1-②タイムラインレベルの状況説明

 内水氾濫発生状況（逃げ遅れへの対処に必要な情報）
 道路冠水状況、道路規制情報（迅速な復旧活動に係る情報）

TL２の動画
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５．タイムライン訓練
1-③防災行動共有システムの操作演習

 内水氾濫発生状況（逃げ遅れへの対処に必要な情報）
 道路冠水状況、道路規制情報（迅速な復旧活動に係る情報）

33

○連携行動フローと岡山三川水害タイムライン（令和8年度版）【詳細版】との対応状況
④内水氾濫発生状況　⑧道路冠水状況、道路規制情報【吉井川】

① 内水発生箇所の把握 内水発生箇所の把握 205

② 排水ポンプ車の出動要請 排水ポンプ車の出動要請（県へ） 206

③ 排水ポンプ車の出動要請 岡山県土木部 排水ポンプ車の出動要請（国へ） 207

④ 排水ポンプ車出動 岡山河川事務所 排水活動の実施 排水ポンプ車の出動 208

⑤ 内水氾濫発生状況の周知

岡山市、津山市
備前市、瀬戸内市
赤磐市、美作市
和気町、鏡野町
勝央町、奈義町
美咲町、西粟倉村

内水氾濫発生の周知 内水氾濫発生状況の周知 209 テロップで情報発信

⑥
ライフライン復旧対応の準
備

中国電力
NTT西日本
岡山ガス、津山ガス

ライフライン復旧対応の準備 体制の構築 作業員へ待機指示の伝達 227

JR西日本 鉄道の運行停止 今後の方針の検討 運行の判断 211
岡山県バス協会
中鉄北部バス

バスの運行停止 今後の見込みの検討 運行可否の判断 218

⑧ 通行止め（内水）の実施

岡山市、津山市
備前市、瀬戸内市
赤磐市、美作市
和気町、鏡野町
勝央町、奈義町
美咲町、西粟倉村

道路通行止め（内水）の実施 通行止めの実施 通行止めの実施規制情報の伝達・周知 302 3 テロップで情報発信

作業員現地派遣 中国電力 停電対応の実施 応急・復旧対応の実施 【継続】 復旧作業の実施 228 2

番号 備考

⑦ 運行停止判断

2

TL
レベル

水防活動（内水）の実施

連携行動フロー
行動項目

関係機関
行動項目

（第1階層）
行動細目

（第2階層）
行動手順・内容
（第3階層）

No

岡山市（東区役所）、
津山市、備前市、
瀬戸内市、赤磐市、
美作市、和気町、
鏡野町、勝央町、
奈義町、美咲町、
西粟倉村

排水活動要請

※訓練補足資料を参照



５．タイムライン訓練
1-③防災行動共有システムの操作演習

①河川を選択

②登録を押下

34

対応する項目

※吉井川の補足説明資料
で説明



35

①TLレベルを選択し設定
を押下（今回は２）

５．タイムライン訓練
1-③防災行動共有システムの操作演習

対応する項目

②開始・完了を押下



②河川を選択

③TLレベルを選択
（今回は２）

④設定を押下

５．タイムライン訓練
1-③防災行動共有システムの操作演習

36

対応する項目

①確認を押下

⑤各市町の実施状況（排水ポンプ車の出動要請を確認）

⑥登録を押下



37

②開始・完了を押下

５．タイムライン訓練
1-③防災行動共有システムの操作演習

対応する項目

①TLレベルを選択し設定
を押下（今回は２）

※各市町の排水ポンプ車の出
動要請を確認したので206に
ついても開始・完了を押下



④県からの出動要請を確認

①河川を選択

②TLレベルを選択
（今回は２）

③設定を押下

④登録を押下

５．タイムライン訓練
1-③防災行動共有システムの操作演習

38

対応する項目



39

②開始・完了を押下

５．タイムライン訓練
1-③防災行動共有システムの操作演習

対応する項目

①TLレベルを選択し設定
を押下（今回は２）

②開始・完了を押下



40

５．タイムライン訓練
1-③防災行動共有システムの操作演習

対応する項目

①発信を押下

②内水氾濫発生状況を入力

③新規登録を押下



41

５．タイムライン訓練
1-③防災行動共有システムの操作演習

対応する項目

①テロップで内水氾濫発生状況を確認
※テロップには最新報のみ表示される

②履歴を押下

最新報以外を確認する場合

③過去の発信内容を確認可能



42

対応する項目

５．タイムライン訓練
1-③防災行動共有システムの操作演習

②開始・完了を押下

①TLレベルを選択し設定
を押下（今回は２）



43

①河川を選択

②TLレベルを選択
（今回は２）

④設定を押下

③ライフラインを選択

⑤ライフラインの状況を確認

５．タイムライン訓練
1-③防災行動共有システムの操作演習

対応する項目



44

②開始・完了を押下

※バスも同様に実施

５．タイムライン訓練
1-③防災行動共有システムの操作演習

対応する項目

①TLレベルを選択し設定
を押下（今回は２）



45

①発信を押下

②通行止め（内水）の実施状況を入力

③新規登録を押下

５．タイムライン訓練
1-③防災行動共有システムの操作演習

対応する項目



46

５．タイムライン訓練
1-③防災行動共有システムの操作演習

①テロップで通行規制の状況を確認
※テロップには最新報のみ表示される

②履歴を押下

最新報以外を確認する場合
③過去の発信内容を確認可能

対応する項目



47

５．タイムライン訓練
1-③防災行動共有システムの操作演習

対応する項目

②開始・完了を押下

①TLレベルを選択し設定
を押下（今回は２）



48

５．タイムライン訓練
1-④情報共有されなかった場合に想定される影響の解説

 内水氾濫発生状況（逃げ遅れへの対処に必要な情報）
 道路冠水状況、道路規制情報（迅速な復旧活動に係る情報）



５．タイムライン訓練
②ダム放流情報の通知

49



50

 ダム放流情報の通知（逃げ遅れへの対処に必要な情報）

５．タイムライン訓練
2-①行動連携フローの概要説明

①

②③

④

⑤

⑥
⑦⑧

⑨⑩⑪

：演習対象 ：演習の流れ ：テロップで情報発信



51

５．タイムライン訓練
2-②タイムラインレベルの状況説明

 ダム放流情報の通知（逃げ遅れへの対処に必要な情報）

TL3・4の動画



52

５．タイムライン訓練
2-③防災行動共有システムの操作演習

52

 ダム放流情報の通知（逃げ遅れへの対処に必要な情報）

①

②③

④

⑤

⑥
⑦⑧

⑨⑩⑪

：演習対象 ：演習の流れ ：テロップで情報発信



53

５．タイムライン訓練
2-④情報共有されなかった場合に想定される影響の解説

 ダム放流情報の通知（逃げ遅れへの対処に必要な情報）



５．タイムライン訓練
③災害対策本部等の設置

54



55

５．タイムライン訓練
3-①行動連携フローの概要説明

 災害対策本部等の設置（市町村への支援や助言に関する情報）

①

：演習対象 ：演習の流れ ：テロップで情報発信

②

③ ④

⑤
⑥ ⑦

※「①災害対策本部等の設置」について、災害対策本部
等の設置の伝達は、吉井川ではTL4で、高梁川・旭川で
はTL1で実施することとなっている。
※「②リエゾン派遣」について、リエゾン派遣は、吉井
川ではTL3(TL4(継続))で、高梁川・旭川ではTL1で実施
することとなている。



56

５．タイムライン訓練
3-②タイムラインレベルの状況説明

 災害対策本部等の設置（市町村への支援や助言に関する情報）

TL4の動画
（省略）



57

５．タイムライン訓練
3-③防災行動共有システムの操作演習

57

 災害対策本部等の設置（市町村への支援や助言に関する情報）

①
②

③ ④

⑤
⑥ ⑦

：演習対象 ：演習の流れ ：テロップで情報発信



58

５．タイムライン訓練
3-④情報共有されなかった場合に想定される影響の解説

 災害対策本部等の設置（市町村への支援や助言に関する情報）



５．タイムライン訓練
④堤防決壊、氾濫情報

59



60

５．タイムライン訓練
4-①行動連携フローの概要説明

 堤防決壊、氾濫情報（逃げ遅れへの対処に必要な情報）

：演習対象 ：演習の流れ ：テロップで情報発信

①

②

③

⑤

④

⑥



61

５．タイムライン訓練
4-②タイムラインレベルの状況説明

 堤防決壊、氾濫情報（逃げ遅れへの対処に必要な情報）

TL5の動画



62

５．タイムライン訓練
4-③防災行動共有システムの操作演習

62

 堤防決壊、氾濫情報（逃げ遅れへの対処に必要な情報）

：演習対象 ：演習の流れ ：テロップで情報発信



63

５．タイムライン訓練
4-④情報共有されなかった場合に想定される影響の解説

 堤防決壊、氾濫情報（逃げ遅れへの対処に必要な情報）



６．振り返り

64



６．振り返り
意見交換・質疑応答

 各自で、今回の訓練の気づきを考え（4分程度）、全体で意見交換（6分程度）を実施
 Web参加の方は、防災行動共有システムの発信機能より、気づきを発信

65

ご意見（良かった点、悪かった点、疑問点等）

防災行動共有シ
ステムに関して

訓練実施要領に
関して



７．講評

66
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